
燕市介護保険運営協議会（第１回）次第 

 

令和元年８月８日（木）午後１時３０分～ 

燕市役所 会議室２０１ 

 

 

 

１．開  会 

 

 

２．挨  拶 

 

 

３．議    題 

 

（1）平成３０年度介護保険事業特別会計決算見込みについて 

  （資料１－１、１－２、１－３） 

   

 

（2）地域包括支援センター事業運営について 

（資料２） 

 

 

（3）その他 

 

 

 

 

 

４．閉    会 

 

 

 

 

 

次回開催予定日 

 第２回 令和２年２月１３日（木）午後１時３０分～（会議室３０１） 



決算額 構成比 決算額 構成比 増減額 増減率 決算額 構成比 決算額 構成比 増減額 増減率

01 保険料 1,846,854,482 21.8 1,865,683,865 21.7 18,829,383 1.0 01 総務費 177,033,775 2.2 155,846,417 1.8 ▲21,187,358 ▲12.0

01 介護保険料 1,846,854,482 21.8 1,865,683,865 21.7 18,829,383 1.0 01 総務管理費 123,727,389 1.5 107,790,514 1.3 ▲15,936,875 ▲12.9

01 第１号被保険者保険料 1,846,854,482 21.8 1,865,683,865 21.7 18,829,383 1.0 01 一般管理費 123,727,389 1.5 107,790,514 1.3 ▲15,936,875 ▲12.9

02 分担金及び負担金 1,520,000 0.0 1,541,000 0.0 21,000 1.4 02 徴収費 3,796,274 0.0 3,715,193 0.0 ▲81,081 ▲2.1

01 負担金 1,520,000 0.0 1,541,000 0.0 21,000 1.4 01 賦課徴収費 3,796,274 0.0 3,715,193 0.0 ▲81,081 ▲2.1

01 認定審査会共同設置負担金 1,520,000 0.0 1,541,000 0.0 21,000 1.4 03 介護認定審査会費 47,940,112 0.6 43,165,708 0.5 ▲4,774,404 ▲10.0

03 使用料及び手数料 225,800 0.0 221,500 0.0 ▲4,300 ▲1.9 01 介護認定審査会共同事務費 11,073,621 0.1 10,870,336 0.1 ▲203,285 ▲1.8

01 手数料 225,800 0.0 221,500 0.0 ▲4,300 ▲1.9 02 認定調査等費 36,866,491 0.5 32,295,372 0.4 ▲4,571,119 ▲12.4

01 督促手数料 225,800 0.0 221,500 0.0 ▲4,300 ▲1.9 04 趣旨普及費 5,000 0.0 5,000 0.0 0 0.0

04 国庫支出金 1,920,934,186 22.7 1,943,047,330 22.6 22,113,144 1.2 01 趣旨普及費 5,000 0.0 5,000 0.0 0 0.0

01 国庫負担金 1,451,773,296 17.2 1,442,877,110 16.8 ▲8,896,186 ▲0.6 05 運営協議会費 356,000 0.0 156,000 0.0 ▲200,000 ▲56.2

01 介護給付費負担金 1,451,773,296 17.2 1,442,877,110 16.8 ▲8,896,186 ▲0.6 01 運営協議会費 356,000 0.0 156,000 0.0 ▲200,000 ▲56.2

02 国庫補助金 469,160,890 5.5 500,170,220 5.8 31,009,330 6.6 06 介護人材確保育成事業費 1,209,000 0.0 1,014,002 0.0 ▲194,998 ▲16.1

01 調整交付金 373,131,000 4.4 368,015,000 4.3 ▲5,116,000 ▲1.4 01 介護人材確保育成事業費 1,209,000 1,014,002 0.0 ▲194,998 ▲16.1

02 地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業） 22,275,400 0.3 40,223,800 0.5 17,948,400 80.6 02 保険給付費 7,483,321,153 91.6 7,534,250,698 90.4 50,929,545 0.7

03 地域支援事業交付金(包括的支援・任意事業） 72,185,490 0.9 75,110,420 0.9 2,924,930 4.1 01 介護サービス等諸費 6,883,221,980 84.2 6,985,235,625 83.9 102,013,645 1.5

04 介護保険事業費補助金 1,310,000 0.0 1,650,000 0.0 340,000 26.0 01 居宅介護サービス給付費 2,488,382,248 30.5 2,412,923,653 29.0 ▲75,458,595 ▲3.0

05 介護保険災害臨時特例補助金 259,000 0.0 326,000 0.0 67,000 25.9 02 特例居宅介護サービス給付費 0 0 0.0

06 保険者機能強化推進交付金 14,845,000 0.2 14,845,000 皆増 03 地域密着型介護サービス給付費 1,290,907,752 15.8 1,368,821,139 16.4 77,913,387 6.0

05 支払基金交付金 2,119,849,652 25.0 2,083,988,062 24.3 ▲35,861,590 ▲1.7 04 特例地域密着型介護サービス給付費 0 0.0 0 0.0 0

01 支払基金交付金 2,119,849,652 25.0 2,083,988,062 24.3 ▲35,861,590 ▲1.7 05 施設介護サービス給付費 2,773,698,579 33.9 2,872,314,701 34.5 98,616,122 3.6

01 介護給付費交付金 2,098,358,000 24.8 2,039,120,000 23.7 ▲59,238,000 ▲2.8 06 特例施設介護サービス給付費 0 0.0 0 0.0 0

02 地域支援事業支援交付金 21,491,652 0.3 44,868,062 0.5 23,376,410 108.8 07 居宅介護福祉用具購入費 4,787,133 0.1 5,338,168 0.1 551,035 11.5

06 県支出金 1,154,923,936 13.6 1,241,801,821 14.5 86,877,885 7.5 08 居宅介護住宅改修費 16,301,123 0.2 17,092,519 0.2 791,396 4.9

01 県負担金 1,106,592,816 13.1 1,183,768,612 13.8 77,175,796 7.0 09 居宅介護サービス計画給付費 309,145,145 3.8 308,745,445 3.7 ▲399,700 ▲0.1

01 介護給付費負担金 1,106,592,816 13.1 1,183,768,612 13.8 77,175,796 7.0 10 特例居宅介護サービス計画給付費 0 0.0 0 0.0 0

02 県補助金 48,331,120 0.6 58,033,209 0.7 9,702,089 20.1 02 介護予防サービス等諸費 183,636,051 2.2 110,698,280 1.3 ▲72,937,771 ▲39.7

01 地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業） 12,238,375 0.1 20,478,000 0.2 8,239,625 67.3 01 介護予防サービス給付費 129,941,911 1.6 66,063,576 0.8 ▲63,878,335 ▲49.2

02 地域支援事業交付金(包括的支援・任意事業） 36,092,745 0.4 37,555,209 0.4 1,462,464 4.1 02 特例介護予防サービス給付費 0 0.0 0 0.0 0

07 財産収入 47,032 0.0 51,074 0.0 4,042 8.6 03 地域密着型介護予防サービス給付費 20,809,242 0.3 18,793,175 0.2 ▲2,016,067 ▲9.7

01 財産運用収入 47,032 0.0 51,074 0.0 4,042 8.6 04 特例地域密着型介護予防サービス給付費 0 0.0 0 0.0 0

01 利子及び配当金 47,032 0.0 51,074 0.0 4,042 8.6 05 介護予防福祉用具購入費 1,625,060 0.0 1,431,078 0.0 ▲193,982 ▲11.9

08 繰入金 1,164,359,108 13.8 1,159,311,938 13.5 ▲5,047,170 ▲0.4 06 介護予防住宅改修費 7,733,318 0.1 6,758,569 0.1 ▲974,749 ▲12.6

01 一般会計繰入金 1,164,359,108 13.8 1,159,311,938 13.5 ▲5,047,170 ▲0.4 07 介護予防サービス計画給付費 23,526,520 0.3 17,651,882 0.2 ▲5,874,638 ▲25.0

01 介護給付費繰入金 935,415,144 11.1 941,553,605 11.0 6,138,461 0.7 08 特例介護予防サービス計画給付費 0 0.0 0 0.0 0

02 地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業） 9,808,509 0.1 19,132,508 0.2 9,323,999 95.1 03 その他諸費 3,908,640 0.0 3,802,240 0.0 ▲106,400 ▲2.7

03 地域支援事業繰入金(包括的支援・任意事業） 35,312,980 0.4 36,443,974 0.4 1,130,994 3.2 01 審査支払手数料 3,908,640 0.0 3,802,240 0.0 ▲106,400 ▲2.7

04 職員給与費繰入金 80,398,011 0.9 80,960,778 0.9 562,767 0.7 04 高額介護サービス等費 132,890,562 1.6 143,430,828 1.7 10,540,266 7.9

05 事務費繰入金 75,788,284 0.9 53,746,191 0.6 ▲22,042,093 ▲29.1 01 高額介護サービス費 132,890,562 1.6 143,430,828 1.7 10,540,266 7.9

06 介護認定審査会共同事務費繰入金 17,816,980 0.2 17,644,282 0.2 ▲172,698 ▲1.0 02 高額介護予防サービス費 0 0.0 0 0.0 0

07 低所得者保険料軽減繰入金 9,819,200 0.1 9,830,600 0.1 11,400 0.1 05 高額医療合算介護サービス等費 14,211,067 0.2 5,823,577 0.1 ▲8,387,490 ▲59.0

02 基金繰入金 0 0.0 0 0.0 0 01 高額医療合算介護サービス費 14,211,067 0.2 5,823,577 0.1 ▲8,387,490 ▲59.0

1 介護給付費準備基金繰入金 0 0.0 0 0.0 0 02 高額医療合算介護予防サービス費 0 0.0 0 0.0 0

09 繰越金 254,272,235 3.0 293,478,460 3.4 39,206,225 15.4 06 特定入所者介護サービス等費 265,452,853 3.2 285,260,148 3.4 19,807,295 7.5

01 繰越金 254,272,235 3.0 293,478,460 3.4 39,206,225 15.4 01 特定入所者介護サービス費 265,367,773 3.2 285,136,858 3.4 19,769,085 7.4

01 繰越金 254,272,235 3.0 293,478,460 3.4 39,206,225 15.4 02 特例特定入所者介護サービス費 0 0.0 0 0.0 0

10 諸収入 561,690 0.0 2,346,278 0.0 1,784,588 317.7 03  特定入所者介護予防サービス費　 85,080 0.0 123,290 0.0 38,210 44.9

01 延滞金加算金及び過料 538,600 0.0 488,000 0.0 ▲50,600 ▲9.4 04 特例特定入所者介護予防サービス費 0 0.0 0 0.0 0

01 第１号被保険者延滞金 538,600 0.0 488,000 0.0 ▲50,600 ▲9.4 03 財政安定化基金拠出金 0 0.0 0 0.0 0

02 雑入 23,090 0.0 1,858,278 0.0 1,835,188 7,948.0 01 財政安定化基金拠出金 0 0.0 0 0.0 0

01 第三者納付金 0 0.0 1,780,540 0.0 1,780,540 皆増 01 財政安定化基金拠出金 0 0.0 0 0.0 0

02 返納金 0 0.0 41,317 0.0 41,317 皆増 04 地域支援事業費 259,560,285 3.2 342,379,417 4.2 82,819,132 31.9

03 雑入 23,090 0.0 36,421 0.0 13,331 57.7 01 介護予防・生活支援サービス事業費 65,345,158 0.8 142,124,162 1.7 76,779,004 117.5

8,463,548,121 99.9 8,591,471,328 100.0 127,923,207 1.5 01 介護予防・生活支援サービス事業費 58,814,678 0.7 125,791,263 1.5 66,976,585 113.9

02 介護予防ケアマネジメント事業費 6,530,480 0.1 16,332,899 0.2 9,802,419 150.1

02 一般介護予防事業費 12,977,401 0.2 10,570,307 0.1 ▲2,407,094 ▲18.5

01 一般介護予防事業費 12,977,401 0.2 10,570,307 0.1 ▲2,407,094 ▲18.5

増減 03 包括的支援事業・任意事業費 181,092,206 2.2 189,319,348 2.4 8,227,142 4.5

決算額（次年度繰越額） ▲35,292,111 01 包括的支援事業費 145,402,959 1.8 152,754,971 1.9 7,352,012 5.1

02 任意事業費 35,689,247 0.4 36,564,377 0.5 875,130 2.5

04 その他諸費 145,520 0.0 365,600 0.0 220,080 151.2

増減 01 審査支払手数料 145,520 0.0 365,600 0.0 220,080 151.2

介護保険事業給付準備基金残高 160,859,074 05 基金積立金 200,614,032 2.5 160,859,074 1.9 ▲39,754,958 ▲19.8

01 基金積立金 200,614,032 2.5 160,859,074 1.9 ▲39,754,958 ▲19.8

01 介護給付費準備基金積立金 200,614,032 2.5 160,859,074 1.9 ▲39,754,958 ▲19.8

06 諸支出金 49,540,416 0.6 139,949,373 1.7 90,408,957 182.5

01 償還金及び還付加算金 49,430,059 0.6 139,738,565 1.7 90,308,506 182.7

01 第１号被保険者保険料還付金 1,703,700 0.0 1,718,000 0.0 14,300 0.8

02 過年度支出金 47,706,459 0.6 138,005,765 1.7 90,299,306 189.3

03 第１号被保険者保険料還付加算金 19,900 0.0 14,800 0.0 ▲5,100 ▲25.6

02 介護サービス等諸費 110,357 0.0 210,808 0.0 100,451 91.0

01 利用者負担額軽減支援費 110,357 0.0 210,808 0.0 100,451 91.0

07 予備費 0 0.0 0 0.0 0

01 予備費 0 0.0 0 0.0 0

01 予備費 0 0.0 0 0.0 0

8,170,069,661 100.0 8,333,284,979 100.0 163,215,318 2.0【歳出合計】

平成29年度 平成30年度

【歳入合計】

293,478,460 258,186,349

796,680,073 957,539,147

比較

平成29年度 平成30年度

比較
款 項 目

平成29年度 平成30年度（見込み）

資料１－１

平成30年度　燕市介護保険事業特別会計決算（見込み）
（単位：円）

歳　　　　　入 歳　　　　　出

款 項 目
平成29年度 平成30年度（見込み）



 

 

 

 

 

 

平成３０年度 

 

介護保険事業特別会計 

決算(見込み)の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１−２ 



○　介護保険事業特別会計

(1) 歳　入 (単位：円)

平 成 30 年 度 平 成 29 年 度

1,865,683,865 1,846,854,482

1,541,000 1,520,000

221,500 225,800

1,943,047,330 1,920,934,186

2,083,988,062 2,119,849,652

1,241,801,821 1,154,923,936

51,074 47,032

1,159,311,938 1,164,359,108

293,478,460 254,272,235

2,346,278 561,690

8,591,471,328 8,463,548,121

1 保 険 料 1.0 21.718,829,383

0.0

△ 1.7

22,113,144 1.2

△ 1.9

区 分
決 算 額

増 減 額 増減率％ 構成比％

1.4 0.0

3

24.3

22.6

0.0

2 分担金及び負担金

6

支 払 基 金 交 付 金 △ 35,861,590

4

21,000

5

国 庫 支 出 金

14.5県 支 出 金 86,877,885 7.5

使用料及び手数料 △ 4,300

13.5

繰 越 金 39,206,225 15.4 3.4

繰 入 金 △ 5,047,170 △ 0.4

0.010 諸 収 入

100.0

1,784,588

1.5

7

8

9

317.7

127,923,207歳 入 合 計

財 産 収 入 4,042 8.6

　歳入全体としては、第１号被保険者数の増加等による保険料の増加に加え、保険給付費や地域支援事業費
の増加に伴う関係財源や繰越金の増加により、平成29年度と比較して1.5％（１億2,792万３千円）の増となってい
ます。
　主な款別の内容は以下のとおりです。
◆保険料
　第１号被保険者数の増加（90人）、特に所得段階が第６段階及び第７段階の被保険者の増加により、1.0％
（1,882万９千円）の増となっています。
◆国庫支出金
　国庫負担金については、介護給付費負担金の概算交付額が889万６千円の減となりましたが、国庫補助金に
ついては、地域支援事業費の増加に伴う地域支援事業交付金の増加や保険者機能強化推進交付金の皆増に
より、3,100万９千円の増、合わせて全体で1.2％（2,211万３千円）の増となっています。
◆支払基金交付金
　地域支援事業費の増加に伴い地域支援事業支援交付金は2,337万６千円の増となりましたが、第２号被保険
者負担率の引き下げ（28／100→27／100）により、介護給付費交付金は5,923万８千円の減となり、全体で1.7％
（3,586万２千円）の減となっています。
◆県支出金
　県負担金については、介護給付費負担金の概算交付額の増加により、7,717万６千円の増、県補助金につい
ても、地域支援事業費の増加に伴う地域支援事業交付金の増加により、970万２千円の増、合わせて全体で
7.5％（8,687万８千円）の増となっています。
◆繰越金
　平成29年度に繰越金の一部を介護保険事業給付準備基金に積み立てましたが、国庫及び県支出金の介護
給付費負担金の概算交付額が多かったため、15.4％（3,920万６千円）の増となっています。
◆諸収入
　交通事故の損害賠償の求償に伴う第三者納付金が入金されたため、317.7％（178万５千円）の増となっていま
す。

1



(2) 歳　出 (単位：円)

平 成 30 年 度 平 成 29 年 度

155,846,417 177,033,775

7,534,250,698 7,483,321,153

0 0

342,379,417 259,560,285

160,859,074 200,614,032

139,949,373 49,540,416

0 0

8,333,284,979 8,170,069,661

　歳出全体としては、総務費及び基金積立金は減少しましたが、保険給付費、地域支援事業費及び諸支出金の
増加により、平成29年度と比較して2.0％（１億6,321万５千円）の増となっています。
　主な款別の内容は以下のとおりです。
◆総務費
　介護保険システムの大幅な改修がなかったため、12.0％（2,118万７千円）の減となっています。
◆保険給付費
　介護サービス等諸費については、地域密着型サービス及び施設サービスの利用が増えたことにより、１億201
万４千円の増となっています。
　介護予防サービス等諸費については、一部のサービスが地域支援事業費に移行したため、7,293万８千円の
減となっており、保険給付費全体で0.7％（5,093万円）の増となっています。
◆地域支援事業費
　保険給付費の一部が移行されたことや、介護予防・日常生活支援総合事業の利用の増加に伴い、全体で
31.9％（8,281万９千円）の増となっています。
◆諸支出金
　平成29年度に交付を受けた国県支出金及び支払基金交付金について、実績額の確定に伴う返還額が増加し
たことにより、182.5％（9,040万９千円）の増となっています。

区 分
決 算 額

増 減 額 増減率％ 構成比％

2 保 険 給 付 費 50,929,545 0.7 90.4

1 総 務 費 △ 21,187,358 △ 12.0 1.9

4 地 域 支 援 事 業 費 82,819,132 31.9 4.1

3 財政安定化基金拠出金 0 0.0 0.0

6 諸 支 出 金 90,408,957 182.5 1.7

5 基 金 積 立 金 △ 39,754,958 △ 19.8 1.9

歳 出 合 計 163,215,318 2.0 100.0

7 予 備 費 0 0.0 0.0
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1　決算額の内訳

介護職員人材育成事業補助金 円

①介護職員初任者研修受講費助成事業 円

②介護職員実務者研修受講費助成事業 円

③介護職員喀痰吸引等研修受講費助成事業 円

④介護福祉士資格取得費助成事業 円

2　補助金実績

10/10 150,000 円

計
（事業所、受講人数の重複除外後）

23
(15)

55
（47）

2,488,606 円 807,000 円 1,681,606 円 883,000 円

介護福祉士資格取得費助成
事業

7 15 184,800 円 0 円 184,800 円

1/2 413,000 円

介護職員喀痰吸引等研修受
講費助成事業

7 23 612,260 円 0 円 612,260 円 1/2 297,000 円

介護職員実務者研修受講費
助成事業

8 16 1,610,990 円 774,000 円 836,990 円

対象事業
事業
所数

受講
人数

①受講費用等
②県補助等に
よる補填額

③補助対象
経費

（①－②）

④補助
　　割合

※注

⑤交付額
（決算額）
③×④

介護職員初任者研修受講費
助成事業

1 1 80,556 円 33,000 円 47,556 円 1/2 23,000 円

883,000

23,000

413,000

297,000

150,000

予算科目 １-6-1-1 介護人材確保育成事業

総合計画
戦　略 定住人口増戦略 基本方針 健やかな暮らしを支える医療福祉の充実

施　策 地域で支える高齢者福祉

特定財源合計 （特定財源内訳）

　（単位：円）

予算現額　① 決算額（支出済額）② 翌年度繰越額③ 不用額①-②-③ 執行率②/①

2,539,998 883,000 0 1,656,998 34.76%

主要な施策（事務事業）の実績等の概要

　市内の介護事業所の介護職員の離職防止、定着促進を図るため、市内事業所に勤務する介護職員が
受講する介護職員初任者研修・介護職員実務者研修の費用、介護福祉士資格取得に係る費用及び平成
30年度からは新たに喀痰吸引等研修の費用の一部に対し補助金を交付しました。

883,000
事務費繰入金 883,000

前年度との決算比較・成果等

※注…補助限度額あり

（単位：円） 【主な増減理由・成果等】

Ｈ30決算額 Ｈ29決算額 比　較 　今年度新たに追加した喀痰吸引等研修受講費助成事
業では、７事業所の23名に対し補助金を交付し、介護職
員としてのスキルアップに繋げることができました。その他
の助成については、昨年度より申請件数が減少しました。

883,000 1,209,000 △ 326,000
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１．決算額

介護人材確保育成事業費 131,002円

内訳

　　報償費（表彰記念品代） 119,664円

需用費 11,338円

２．実績

【介護・福祉学びの収穫祭11／11～11／16】

表彰以外にも、介護職場のイメージアップとして各職場自慢のポスター掲示や、介護職員への感謝・応援

メッセージ募集と展示、介護・福祉の各種講座の開催を行いました。

    サービス従事者
     10年勤続表彰
日時　11月12日(月）
会場　つばめホール

・燕弥彦定住自立圏内の介護サービス事業所に継続して勤務す
る介護職員等に社会貢献の志に感謝し、職員が自信と意欲を
もって働き続けていただけるよう、10年勤続職員を対象として表
彰を行いました。
・対象者は表彰が行われる年の４月１日時点で介護サービス事
業所において、常勤従事者として介護サービス利用者に直接携
わる介護関係業務に通算10年以上従事し、４月１日現在、市民
に対して、その業務をおこなっている者で、事業所から推薦の
あった者としています。
・11月11日が介護の日であることからこの時期に表彰を行ってい
ます。

受賞対象者
111名
（10年58名、
12年1名、14年1
名、18年44名、
19年7名）
出席受賞者
45名

Ｈ30決算額 Ｈ29決算額 比　較 平成30年度からの新規事業につき、皆増となっています。
燕市がこのような事業を実施することについて、介護事業
所からは好評でした。
また、つばめホールで実施することで、広く市民の方から介
護に関心を持ってもらうきっかけとすることができました。

131,002 0 131,002

前年度との決算比較・成果等

（単位：円） 【主な増減理由・成果等】

主要な施策（事務事業）の実績等の概要

少子高齢化に伴い、介護人材の確保・定着が重要な課題になっている。介護の仕事は厳しい反面、やりがい
と魅力があることを、広く市民に発信し、職員が自信と意欲を持って働き続けていただけるよう若手職員を対
象とした表彰を実施します。

131,002
事務費繰入金 131,002

特定財源合計 （特定財源内訳）

　（単位：円）

予算現額　① 決算額（支出済額）② 翌年度繰越額③ 不用額①-②-③ 執行率②/①

131,002 131,002 0 0 100.00%

総合計画
戦　略

施　策  ②　地域で支える高齢者福祉

 １．定住人口増戦略 基本方針  （3）　健やかな暮らしを支える医療福祉の充実

予算科目 1-6-1-2
燕市次世代を担うキャリアテン表彰事業
（介護人材確保育成事業）
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1 決算額

介護予防・生活支援サービス事業費 2,268,608円

○内訳

２　実績

○訪問サービス事業委託料

○介護予防・生活支援サービス事業補助金

0 717,392 75.97%

主要な施策（事務事業）の実績等の概要

　平成29年度から開始した介護予防・日常生活支援総合事業において、有償・無償のボランティア等により
提供される住民主体による支援（訪問型サービスB・通所型サービスB）を実施する団体に対して、補助金
を交付し、立上げや運営の支援を行いました。
○訪問型サービスB・・・要支援者等を中心とした高齢者の生活上の困りごとへの支援を柔軟に行います。
○通所型サービスB・・・要支援者等を中心とした高齢者の定期的な利用が可能な自主的な通いの場づくり
をします。

下粟生津自治会（H30新規） 通所型サービスB 296,000円 950人

利用件数　1,443件（H29)

96,000円

163,000円 1,270人

253人

1,879人

特定非営利活動法人
ねっとわーくエプロン

公益社団法人　燕市シルバー人材センター

通所型サービスB

訪問型サービスB

通所型サービスB

通所型サービスB

1,425,608円

843,000円

地域支援事業交付金（県） 283,576

Ｈ30決算額 Ｈ29決算額 比　較 　訪問型サービス委託料は利用件数が増え、委託料が増
加しました。
 介護予防・生活支援サービス補助金は、平成30年度から
通所型サービスBが一か所増え、補助金額が増加してい
ます。

2,268,608 1,492,152 776,456

1,134,304
地域支援事業交付金（国） 567,152 地域支援事業繰入金 283,576

訪問型サービス事業委託料

介護予防・生活支援サービス事業補助金

公益社団法人　燕市シルバー人材センター 訪問型サービスB
利用件数　2,147件（H30)

（958,152円）

（534,000円）

H30年度 （H29年度）

団体名 サービス種類 運営・立上げ補助金 延べ利用者数

吉田学校町自治会

96,000円 647人

192,000円

前年度との決算比較・成果等

（単位：円） 【主な増減理由・成果等】

総合計画
戦　略

施　策  ②　地域で支える高齢者福祉

特定財源合計 （特定財源内訳）

予算科目 4-1-1-1
（介護保険特会）

介護予防・日常生活総合事業
　　　　　　　　　　　　　　（介護予防・生活支援サービス事業費）

　（単位：円）

予算現額　① 決算額（支出済額）② 翌年度繰越額③

 １．定住人口増戦略 基本方針  （3）　健やかな暮らしを支える医療福祉の充実

不用額①-②-③ 執行率②/①

2,986,000 2,268,608
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1　決算額

燕市介護予防・日常生活支援体制整備事業業務委託料　　　　　　　　　　　　23,630,000円

2　実績

　年3回（総合事業部会が兼ねる）

　各圏域　年２回

予算科目 4-3-1-5 介護予防・日常生活支援体制整備事業(生活支援体制整備事業）

総合計画
戦　略 2　活動人口増戦略 基本方針 （2）　支え合い・助け合い活動の活発化

施　策 ①支え合いの地域福祉

特定財源合計 （特定財源内訳）

　（単位：円）

予算現額　① 決算額（支出済額）② 翌年度繰越額③ 不用額①-②-③ 執行率②/①

23,630,000 23,630,000 0 0 100.00%

18,195,100
地域支援事業交付金（国） 9,097,550 地域支援事業繰入金 4,548,775

地域支援事業交付金（県） 4,548,775

主要な施策（事務事業）の実績等の概要

　平成30年度から市全体（第１層）の生活支援コーディネーターと、日常生活圏域（第２層）の生活支援コー
ディネーターが揃った活動が2年目となり、住民参加型の介護予防・生活支援体制の構築を促進しました。
　第1層では、高齢者の移動・外出の支援をテーマに、フォーラム開催や関係事業所・住民を交えたワーキ
ンググループを展開し、第2層では、「第2層協議体」の実施により住民の地域活動の動機づけができ、支え
合い体制構築につながっています。
　地域づくりは短期間で明らかな結果を出すことは難しいが、地域への積極的な働きかけを実施していま
す。

主なテーマ：「こんな地域になったらいいな」「地域の気になること、地域の課題」
構成員：自治会、まちづくり協議会、支え合い活動推進委員会、民生委員・児童委
員、老人クラブ、社会福祉法人、シルバー人材センター、社会福祉協議会、NPO・ボ
ランティア関係、地域包括支援センター、生活支援サービス提供事業所・団体、民間
企業、燕市関係部局、生活支援コーディネーター　等

移動・外出支援

　　勉強会　1回　　49人

テーマ：「高齢者の移動外出を考える」
参加者：まちづくり協議会、NPO,地域包括支援センター、社会福祉法人、介護事業所
等
ワーキンググループは3つのテーマで開催。①社会福祉法人の公益活動②生活支援
と移送の一体型③住民同士の互助
フォーラムでは、具体的な活動を行う3団体からの活動紹介と講師のミニ講演を実施
した。

主なテーマ　「つながり」　「地域の集いの場づくり」
構成員：自治会、民生委員、老人クラブ、シルバー人材センター、社会福祉協議会、
NPO、ボランティア関係、地域包括支援センター、生活支援サービス提供事業所・団
体、燕市関係部局、生活支援コーディネーター　等

燕市支え合い活動推進会議（第１層協議体）

各圏域支え合い活動推進会議（第２層協議体）

前年度との決算比較・成果等

（単位：円） 【主な増減理由・成果等】

　　ワーキンググループ 4回　60人

　　フォーラム1回　　114人　

Ｈ30決算額 Ｈ29決算額 比　較 　「介護予防・日常生活支援体制整備事業」と社会福祉課の「地域
支え合い体制推進事業」は、同じ燕市社協の職員に兼務で委託し
ています。
　H３０年度は、生活支援コーディネーターが2年目となり、業務が本
格化するため長寿福祉課の負担割合が増えました。

23,630,000 18,702,000 4,928,000
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1　決算額

認知症高齢者等見守り事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　64,800円

○内訳

2　実績

「おかえりサポーター」の登録拡大のため、広報や医師会の市民講座開催時や各圏域の「声掛け見守り

訓練」でPRし、登録拡大を図りました。

予算科目 4-3-1-3
（介護保険特会）

認知症高齢者等見守り事業（認知症総合支援事業費）

総合計画
戦　略

施　策  ②　地域で支える高齢者福祉

 １．定住人口増戦略 基本方針  （3）　健やかな暮らしを支える医療福祉の充実

特定財源合計 （特定財源内訳）

　（単位：円）

予算現額　① 決算額（支出済額）② 翌年度繰越額③ 不用額①-②-③ 執行率②/①

65,000 64,800 0 200 99.69%

49,896
地域支援事業交付金（国） 24,948 地域支援事業繰入金 12,474

地域支援事業交付金（県） 12,474

主要な施策（事務事業）の実績等の概要

・認知症高齢者などで行方不明になる可能性のある方の事前登録、また認知症の方を支えることに関心
のある方から「おかえりつばめ～ル」に登録していただき、事前登録者が行方不明になった時に警察と連
携し、速やかな情報拡散により、「おかえりつばめ～ル」登録者等市民の協力を得て行方不明者の早期発
見につなげます。
・事前登録と登録者ステッカーの配布等により、協力者である市民の方々から認知症の方への意識を高め
てもらい、地域での見守りに活用してもらいます。

・平成31年３月末現在

29名

200名

11事業所

２回

認知症高齢者等見守りメール配信システム使用料

事前登録をしている高齢者数

平成30年度「おかえりつばめ～る」メールマガジン配信回数 １２回

64,800円

平成30年度「おかえりつばめ～る」捜索依頼メール配信回数

「おかえりつばめ～ル」の登録者数（捜索協力者）

Ｈ30決算額 Ｈ29決算額 比　較 H30からは基本使用料の64,800円のみとなり、減少しまし
た。
（H29は、新規導入費用27,000円がかかりました）
行方不明時の捜索依頼のメールを、H29は1回、H30は2回
配信しました。
捜索協力者数（個人・団体）も増えています。

64,800 91,800 △ 27,000

（単位：円） 【主な増減理由・成果等】

前年度との決算比較・成果等
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１　決算額

　

○内訳

認知症初期集中支援会議謝金 　531,000円

消耗品費 　　13,994円

印刷製本費 　　49,948円

通信運搬費 　　　5,000円

２　実績

支援ケース数 5ケース 見込み（目標）は8ケース

　 認知症初期集中支援チーム　チーム員会議回数 10回

　　　　　　　〃　　　　　　　　チーム員会議参加人数チーム員　49人 その他の包括職員・事務局等　91人

訪問のべ件数 48件

※実際に支援したケースは見込みを下回り、会議謝金や訪問謝金の支出が少なくなりました。

総合計画
戦　略

施　策  ②　地域で支える高齢者福祉

 １．定住人口増戦略 基本方針  （3）　健やかな暮らしを支える医療福祉の充実

予算科目 4-3-1-3
（介護保険特会）

認知症初期集中支援事業（認知症総合支援事業費）

（特定財源内訳）

　（単位：円）

予算現額　① 決算額（支出済額）② 翌年度繰越額③ 不用額①-②-③ 執行率②/①

1,051,000 599,942 0 451,058 57.08%

特定財源合計

主要な施策（事務事業）の実績等の概要

認知症サポート医を含む複数の専門職（包括チーム員・在宅チーム員）が、認知症の人や認知症が疑われる人
及びその家族を訪問し、認知症状・生活状況等の確認を行った上で、家族支援や支援体制構築などの初期の
支援をおおむね６カ月間実施します。燕市は弥彦村と合同で実施しています。活動初年度の平成30年度は、支
援ケースは5ケースでした。すべての地域包括支援センターが２ケースを支援することを目標としましたが、目標
を下回りました。包括支援センターだけの支援と比較すると、多職種で相談できることやそれぞれの専門職の特
性が発揮される等の点で効果的なかかわりができました。

461,953
地域支援事業交付金（国） 230,977 地域支援事業繰入金 115,488

地域支援事業交付金（県） 115,488

認知症初期集中支援事業費　　　　　599,942円

前年度との決算比較・成果等

（単位：円） 【主な増減理由・成果等】

Ｈ30決算額 Ｈ29決算額 比　較 平成30年度からの新規事業につき、皆増となりました。

599,942 0 599,942
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資料１－３

（単位：円）

款 項 目 節 細々節 決算（見込み）額

01総務費 155,846,417

01総務管理費 107,790,514

01一般管理費 107,790,514

02給料 44,225,400

一般職給料（１３人） 44,225,400

03職員手当等 30,884,947

扶養手当 504,000

管理職手当 285,600

住居手当 454,500

通勤手当 579,800

時間外勤務手当 2,074,055

管理職員特別勤務手当 0

期末手当 10,087,889

勤勉手当 7,100,224

児童手当 600,000

退職手当負担金 9,198,879

04共済費 14,708,029

共済費 14,095,377

地方公務員災害補償基金負担金 70,000

社会保険料 542,652

07賃　金 3,472,930

臨時職員賃金 3,472,930

11需用費 2,408,440

消耗品費 270,511

印刷製本費 1,763,208

修繕料 208,838

燃料費 165,883

12役務費 2,729,132

通信運搬費 2,598,929

手数料 30,334

自動車保険料 99,869

13委託料 8,888,400

介護保険システム改修業務委託料 8,499,600

介護事業所台帳システム保守業務委託料 388,800

14使用料及び賃借料 273,360

自動車借上料 247,440

介護報酬・運営基準検索システム使用料 25,920

19負担金補助及び交付金 185,076

第三者行為求償事務受益者負担金 185,076

27公課費 14,800

自動車重量税 14,800

02徴収費 3,715,193

01賦課徴収費（賦課経費） 2,441,344

11需用費 761,344

消耗品費 64,344

印刷製本費 697,000

12役務費 1,680,000

通信運搬費 1,680,000

平成３０年度　介護保険事業特別会計　歳出決算(見込み)  事項別明細
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（単位：円）

款 項 目 節 細々節 決算（見込み）額

01賦課徴収費（収納経費） 1,273,849

11需用費 166,930

消耗品費 3,651

印刷製本費 163,279

12役務費 657,559

通信運搬費 489,000

手数料 168,559

13委託料 162,376

収納業務電算作業委託料 162,376

19負担金補助及び交付金 286,984

嘱託徴収業務負担金 286,984

03介護認定審査会費 43,165,708

01介護認定審査会共同事務費 10,870,336

01報　酬 10,088,000

介護認定審査会委員報酬 10,088,000

11需用費 373,136

消耗品費 373,136

12役務費 409,200

通信運搬費 409,200

02認定調査等費 32,295,372

01報　酬 11,788,000

嘱託職員報酬 11,788,000

04共済費 670,932

社会保険料 670,932

09旅　費 406,800

調査員旅費 406,800

12役務費 15,884,640

手数料 15,884,640

13委託料 3,545,000

認定調査委託料 3,545,000

04趣旨普及費 5,000

01趣旨普及費 5,000

11需用費 5,000

消耗品費 5,000

05運営協議会費 156,000

01運営協議会費 156,000

01報　酬 130,000

運営協議会委員報酬 130,000

11需用費 4,000

消耗品費 4,000

12役務費 22,000

通信運搬費 22,000

06介護人材確保育成事業費 1,014,002

01介護人材確保育成事業費 1,014,002

08報償費 119,664

表彰記念品代 119,664

11需用費 11,338

消耗品費 11,338

19負担金補助及び交付金 883,000

介護職員研修費助成金 883,000
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（単位：円）

款 項 目 節 細々節 決算（見込み）額

02保険給付費 7,534,250,698

01介護サービス等諸費 6,985,235,625

01居宅介護サービス給付費 2,412,923,653

19負担金補助及び交付金 2,412,923,653

居宅介護サービス給付費 2,412,923,653

02特例居宅介護サービス給付費 0

19負担金補助及び交付金 0

特例居宅介護サービス給付費 0

03地域密着型介護サービス給付費 1,368,821,139

19負担金補助及び交付金 1,368,821,139

地域密着型介護サービス給付費 1,368,821,139

04特例地域密着型介護サービス給付費 0

19負担金補助及び交付金 0

特例地域密着型介護サービス給付費 0

05施設介護サービス給付費 2,872,314,701

19負担金補助及び交付金 2,872,314,701

施設介護サービス給付費 2,872,314,701

06特例施設介護サービス給付費 0

19負担金補助及び交付金 0

特例施設介護サービス給付費 0

07居宅介護福祉用具購入費 5,338,168

19負担金補助及び交付金 5,338,168

居宅介護福祉用具購入費 5,338,168

08居宅介護住宅改修費 17,092,519

19負担金補助及び交付金 17,092,519

居宅介護住宅改修費 17,092,519

09居宅介護サービス計画給付費 308,745,445

19負担金補助及び交付金 308,745,445

居宅介護サービス計画給付費 308,745,445

10特例居宅介護サービス計画給付費 0

19負担金補助及び交付金 0

特例居宅介護サービス計画給付費 0

02介護予防サービス等諸費 110,698,280

01介護予防サービス給付費 66,063,576

19負担金補助及び交付金 66,063,576

介護予防サービス給付費 66,063,576

02特例介護予防サービス給付費 0

19負担金補助及び交付金 0

特例介護予防サービス給付費 0

03地域密着型介護予防サービス給付費 18,793,175

19負担金補助及び交付金 18,793,175

地域密着型介護予防サービス給付費 18,793,175

04特例地域密着型介護予防サービス給付費 0

19負担金補助及び交付金 0

特例地域密着型介護予防サービス給付費 0

05介護予防福祉用具購入費 1,431,078

19負担金補助及び交付金 1,431,078

介護予防福祉用具購入費 1,431,078

06介護予防住宅改修費 6,758,569

19負担金補助及び交付金 6,758,569

介護予防住宅改修費 6,758,569

07介護予防サービス計画給付費 17,651,882

19負担金補助及び交付金 17,651,882

介護予防サービス計画給付費 17,651,882

08特例介護予防サービス計画給付費 0

19負担金補助及び交付金 0

特例介護予防サービス計画給付費 0
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（単位：円）

款 項 目 節 細々節 決算（見込み）額

03その他諸費 3,802,240

01審査支払手数料 3,802,240

12役務費 3,802,240

審査支払手数料 3,802,240

04高額介護サービス等費 143,430,828

01高額介護サービス費 143,430,828

19負担金補助及び交付金 143,430,828

高額介護サービス費 143,430,828

02高額介護予防サービス費 0

19負担金補助及び交付金 0

高額介護予防サービス費 0

05高額医療合算介護サービス等費 5,823,577

01高額医療合算介護サービス費 5,823,577

19負担金補助及び交付金 5,823,577

高額医療合算介護サービス費 5,823,577

02高額医療合算介護予防サービス費 0

19負担金補助及び交付金 0

高額医療合算介護予防サービス費 0

06特定入所者介護サービス等費 285,260,148

01特定入所者介護サービス費 285,136,858

19負担金補助及び交付金 285,136,858

特定入所者介護サービス費 285,136,858

02特例特定入所者介護サービス費 0

19負担金補助及び交付金 0

特例特定入所者介護サービス費 0

03特定入所者介護予防サービス費 123,290

19負担金補助及び交付金 123,290

特定入所者介護予防サービス費 123,290

04特例特定入所者介護予防サービス費 0

19負担金補助及び交付金 0

特例特定入所者介護予防サービス費 0

03財政安定化基金拠出金 0

01財政安定化基金拠出金 0

01財政安定化基金拠出金 0

19負担金補助及び交付金 0

財政安定化基金拠出金 0

04地域支援事業費 342,379,417

01介護予防・生活支援サービス事業費 142,124,162

01介護予防・生活支援サービス事業費 125,791,263

08報償費 100,000

研修会講師謝金 100,000

13委託料 13,433,608

訪問型サービス事業委託料 1,425,608

通所型サービス事業委託料 12,008,000

19負担金補助及び交付金 112,257,655

介護予防・生活支援サービス事業補助金 843,000

介護予防・生活支援サービス事業給付費 111,261,829

高額介護予防サービス費等相当事業支給費 152,826

02介護予防ケアマネジメント事業費 16,332,899

19負担金補助及び交付金 16,332,899

介護予防ケアマネジメント事業給付費 16,332,899
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（単位：円）

款 項 目 節 細々節 決算（見込み）額

02一般介護予防事業費 10,570,307

01一般介護予防事業費 10,570,307

08報償費 1,180,600

報償金 1,180,600

11需用費 145,696

消耗品費 55,516

印刷製本費 90,180

13委託料 9,244,011

介護予防普及啓発事業委託料 301,000

地域介護予防活動支援事業委託料 8,943,011

03包括的支援事業・任意事業費 189,319,348

01包括的支援事業費 152,754,971

08報償費 1,241,000

地域ケア推進会議謝金 710,000

認知症初期集中支援会議謝金 531,000

11需用費 88,468

消耗品費 38,520

印刷製本費 49,948

12役務費 106,000

通信運搬費 106,000

13委託料 151,254,703

地域包括支援センター業務委託料 103,831,424

地域ケア推進研修委託料 939,600

認知症総合支援事業委託料 7,000,000

在宅医療・介護連携推進事業委託料 15,853,679

介護予防・日常生活支援体制整備事業委託料 23,630,000

14使用料及び賃借料 64,800

認知症高齢者等見守りメール配信システム使用料 64,800

02任意事業費 36,564,377

08報償費 140,000

報償金 140,000

11需用費 189,313

消耗品費 92,113

印刷製本費 97,200

12役務費 471,562

通信運搬費 467,092

手数料 4,470

19負担金補助及び交付金 2,454,000

成年後見人助成金 2,454,000

20扶助費 33,309,502

家族介護用品支給費 33,309,502

04その他諸費 365,600

01審査支払手数料 365,600

12役務費 365,600

審査支払手数料 365,600

05基金積立金 160,859,074

01基金積立金 160,859,074

01介護給付費準備基金積立金 160,859,074

25積立金 160,859,074

介護給付費準備基金利子積立金 51,074

介護給付費準備基金積立金 160,808,000

5/6



（単位：円）

款 項 目 節 細々節 決算（見込み）額

06諸支出金 139,949,373

01償還金及び還付加算金 139,738,565

01第１号被保険者保険料還付金 1,718,000

23償還金利子及び割引料 1,718,000

第１号被保険者保険料還付金 1,718,000

02過年度支出金 138,005,765

23償還金利子及び割引料 138,005,765

国庫支出金返還金 116,923,974

支払基金交付金返還金 3,028,077

県支出金返還金 18,053,714

03第１号被保険者保険料還付加算金 14,800

23償還金利子及び割引料 14,800

第１号被保険者保険料還付加算金 14,800

02介護サービス等諸費 210,808

01利用者負担額軽減支援費 210,808

20扶助費 210,808

利用者負担額軽減支援費 210,808

07予備費 0

01予備費 0

01予備費 0

29予備費 0

予備費 0

計 8,333,284,979
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地域包括支援センター
事業運営について

第１回燕市介護保険運営協議会資料
（燕市地域包括支援センター運営協議会）

令和元年8月8日

1

資料２



年度 設置数 職員数 職員数再掲

（主任）介護
支援専門員

社会福祉士 保健師・看護
師

令和元年度 ４ ２６ １２ ９ ５

平成30年度 ４ ２５ １２ ８ ５

１．地域包括支援センター設置状況（平成31年４月1日現在）

指定介護予防支援業務担当者も含まれている。令和元年8月現在保健師1人
が育児休暇の為4人となり全職員数は25人となっている。

２．設置地区ごとの高齢者数（平成31年3月31日現在）

生活圏域 人口
（人）

65歳以上
（人）

75歳以上
（人）

高齢化率 世帯数
（人）

独居世帯
（件数）

高齢者のみ
の世帯（件

数）

おおまがり 19,430 5,776 3,001 29.7％ 7,133 890 759

さわたり 22,608 6,898 3,692 30.5％ 8,821 1,184 935

吉田 23,276 6,978 3,591 30.0％ 8,825 1,197 1,066

分水 13,618 4,433 2,277 32.6％ 4,761 642 552
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おおまがり さわたり 吉田 分水

総合相談支援業務 4,462 4,015 7,945 6,044

権利擁護業務 523 638 369 569

介護予防ケアマネ
ジメント（給付管
理者対象者数）

76 71 107 81

３．地域包括支援センター年間相談件数（平成30年度事務報告）

介護予防ケアマネジメント（要支援者のケアプラン作成）は外部委託もできることとなっているが、
居宅介護支援事業所の介護支援専門員数の減少もあり、再委託に苦慮する状況となっている。

相談は電話によるものが55％と半数を占めて
いるが、訪問も３５％を占めている。

55%35%

6%

4%

相談方法別相談受理の割合

電話

訪問

来所

その他
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地域包括支援センターがその機能を適切に発揮していくためには、地域包括支援センターごとに業務
状況を明らかにすることが必要と考え、燕市で作成した実績集計表を、評価指標を参考に30年度後半に
細分化した。また介護支援専門員からの相談内容の整理が不十分だったため、管理者会議で介護支援専
門員からの相談内容と件数を把握できるよう実績集計の見直しをおこなった。
ただし、包括支援センターごとの記載レベルにばらつきがあるため、管理者会議で検討し、なるべく同
じ条件で記載されるようにしていく予定である。

おおまがり さわたり 吉田 分水

虐待（実人員） ４３ ５４ １５ ６７

うち新規再掲（人） ９ ８ ５ ３

困難事例（実人員） ５２ ８５ ４５ １４３

うち新規再掲（人） １２ １１ ９ ８

時間を費やす業務として、虐待や処遇困難事例の対応が他の相談に比べ相談時間や関係機関との調整に
時間を費やしているとの意見がある。特に、燕市でも複合問題（8050問題等）を抱えた家族への対応が
困難事例として挙がってきている。

平成30年度年間実績集計表より

4
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地域包括支援センター 地域ケア推進会議

管理者
会議

主任ケ
アマネ
部会

ケアマ
ネ部会

社会福
祉士部
会

保健
師・看
護師部
会

地域ケ
ア会議
部会

認知症
支援部
会

医療介
護連携
推進部
会

総合事
業検討
部会

地域ケ
ア会議
の推進

認知症
初期集
中支援
チーム

事業運
営に関
する事

ケアプ
ラン点
検に関
する事

総合事
業の利
用に関
する事

権利擁
護など
に関す
る事

一般介
護予防
などに
関する
事

地域ケ
ア会議
等に関
する事

認知症
総合支
援事業
協力

在宅医
療介護
連携推
進事業
協力

生活支
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の運営
地区課
題抽出

チーム
員

５．包括的・継続的ケアマネジメント支援

包括的・継続的ケアマネジメント支援とは介護支援専門員への個別支援、ネットワーク構築業務、認知症サ
ポーター養成講座、ケア会議の開催などを、４包括間での専門職による部会や地域ケア推進会議部会の協力
者としての活動の中で燕市全体で足並みをそろえて行っている。

おおまがり さわたり 吉田 分水

包括主催の地域ケア会議（回数） ６ ６ ５ １１

平成30年度年間実績集計表より
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上記に加え令和元年度から市主催で自立支援型個別ケア会議を年２回行う。



６．地域包括支援センターの事業評価を通じた機能強化について（用語説明）

用語説明
総合相談支援

地域の高齢者に対しどのような支援が必要かを把握し地域における適切な
サービスや関係機関、制度の利用につなげる等支援を行う。（総合相談、
ネットワーク構築など）
権利擁護

権利侵害をうけている、また受ける可能性が高い高齢者に対し権利侵害の予
防や対応を専門的に行う。
（虐待対応・詐欺被害対応・成年後見制度の紹介など）
包括的・継続的ケアマネジメント支援

個々の高齢者の状況や変化に応じた包括的継続的なケアマネジメントを介護
支援専門員が実践できるようにするために地域の基盤を整えるとともに個々
の介護支援専門員へのサポートを行う。
地域ケア会議

高齢者等の地域の人々や介護支援専門員等の専門職の声を地域包括ケア推進
に活かし、地域の実態に合致した地域包括ケアを構築するための会議。
介護予防ケアマネジメント

介護予防・生活支援サービスのみを利用する高齢者にに対し心身の状況に応
じて自らの選択に基づき適正な事業が包括的効率的に実施されるよう必要な
支援を行う。
指定介護予防支援

介護保険における予防給付の対象者となる要支援者が介護予防サービス等の
適切な利用などを行うことができるよう支援する。
社会保障充実分
在宅医療介護連携推進事業・生活支援体制整備事業・認知症総合支援事業

燕市 全国平均

1 1　 組織運営体制等 84.2% 70.4%

2 2-(1) 総合相談支援 66.7% 76.5%

3 2-(2) 権利擁護 100.0% 78.4%

4 2-(3) 包括的・継続的ケアマネジメント支援 33.3% 54.1%

5 2-(4)　地域ケア会議 61.5% 53.4%

6 2-(5)　介護予防ケアマネジメント・介護予防支援 66.7% 55.0%

7 3　事業間連携（社会保障充実分事業） 60.0% 75.6%

■レーダーチャート
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40.0%

60.0%

80.0%

100.0%
1 組織運営体制等

2-(1) 総合相談支援

2-(2) 権利擁護

2-(3) 包括的・継続的ケアマネ

ジメント支援
2-(4) 地域ケア会議

2-(5) 介護予防ケアマネジメン

ト・介護予防支援

3 事業間連携（社会保障充

実分事業）

燕市

全国平均
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前回の運営協議会でも説明を行ったが、平成30
年度から、市町村はセンターの事業の実施状況に
ついて評価を行い、必要な措置を講ずることが義
務化された。国は全国的に統一した指標を示しそ
れを利用し評価することとなった。

H30年度の結果については、管理者会議におい
て内容を点検し、今年度に入って令和元年度の市
の示した方針と包括の活動計画との摺合せや、前
年度の事業報告の中から見えた課題等の意見交換
を行った。
ただ、事業報告等の様式を各包括の自由書式に

したため情報量が多くなり、4包括の比較が難し
かった。そこで、令和元年度に様式を統一し対外
的にも提示できるようにする予定である。
左記のチャートはH30年10月に公表されたもの

であり、本年度も同様に昨年の指標を一部変更し
行ってる。現在国へ提出中であり、今後結果の発
表が行われるため、引き続き管理者会議で検討し
ていく予定となっている。

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%
1 1 組織運営体制等

2 2-(1) 総合相談支援

3 2-(2) 権利擁護

4 2-(3) 包括的・継続的ケ

アマネジメント支援
5 2-(4) 地域ケア会議

6 2-(5) 介護予防ケアマ

ネジメント・介護予防支援

7 3 事業間連携（社会保

障充実分事業）

燕市 おおまがり さわたり 吉田 分水
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７．地域包括支援センターの事業評価を通じた機能強化について



事業評価の中で4つの包括支援センターとも全国平均を下回った項目は「個人情報の管理」に関
する内容だった。
管理者会議にて、現状を話し合い、市としては方針に情報漏えい時の対応への指示がなかったた

め令和元年度の方針には指示を加えた。
包括支援センターとしては

・市の個人情報保護に関する市町村の取り扱い方針や各法人内での個人情報保護への取り扱い方針
の再確認
・責任者の位置付はないが包括の管理者が責任者の役割を持ってほしい
・個人情報を持ち出す場合は、管理簿の作成までは必須としないが、管理者に伝え持ち出す。
・漏えいがあった場合は早急に保険者へ連絡。
紛失や忘れ物がないよう今まで以上に職員が意識するよう確認し合った。

(2)　個人情報の管理

13 Q22 個人情報保護に関する市町村の取扱方針に従って、センターが個

人情報保護マニュアル（個人情報保護方針）を整備しているか。
81.2%

14 Q23 個人情報が漏えいした場合の対応など、市町村から指示のあった

個人情報保護のための対応を、各職員へ周知しているか。
75.7%

15 Q24 個人情報保護に関する責任者（常勤）を配置しているか。 81.4%

16 Q25 個人情報の持出・開示時は、管理簿への記載と確認を行っている

か。
47.3%

2.9

71.4%

平均点数・個数

平均点数・％
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８. 平成30年度地域包括支援センターの事業評価を通じた燕市での機能強化の内容について



 

 
資料３－１ 

◎施設整備関係 

  ・第７期介護保険事業計画に記載のある施設サービスの確保策 

    短期入所生活介護（ショートステイ）の転換により 

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） １０床 

    （内訳）平成３１年４月１日 つばめ福寿園（４床） 

                  さわたりの郷（６床） 計１０床 

 

  ・新規事業所指定 

事業所名 生活トレーニングデイサービス なごみの歩 

事業者 株式会社 なごみ 

所在地 燕市水道町２丁目３番２９号 

サービス種類 地域密着型通所介護 

介護保険事業所番号 1591300262 

事業指定年月日 令和元年５月１日 

 

  ・事業廃止 

事業所名 グループホーム白ふじ 

事業者 社会福祉法人 つばめ福祉会 

所在地 燕市秋葉町４丁目５番１９号 

サービス種類 

認知症対応型共同生活介護 

介護予防認知症対応型生活介護 

認知症対応型通所介護 

介護予防認知症対応型通所介護 

介護保険事業所番号 1571300241 

事業指定年月日 令和元年６月７日 

 

  ・定員変更 

   ○平成３１年４月１日 

デイサービスセンター 分水の里もみじ 

      （定員 ２５名 → １８名 地域密着型へ変更） 

   ○令和元年７月１日 

     小規模多機能センター長善のさと 

      （定員 ２４名 → １８名） 

   ○令和元年８月１日 

     小規模多機能センターあさひ 

      （定員 ２５名 → ２４名） 












